
第３回 熱海市津波対策多賀地区協議会議事録 

 

場 所：熱海市役所南熱海支所 

日 時：平成 28 年 7月 24 日（火）9:00～ 

出席者：地元役員･関係団体 47名、県関係者 13名、市関係者 11名 

 

 

１．挨 拶 

挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．現地調査 

ハード施設(防潮堤)が完成した場合の状況を現地にて確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．熱海土木事務所から説明 

・今まで地区協議会の振り返り 

・配付資料についての説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．話し合い（ワークショップ） 

・地区ごとに分かれて意見を出し合っていただきます。 

・グループワークの内容は、 

① 防潮堤は必要か不要か。必要なら高さはどうするか（Ｌ１かＬ１未満か）。 

② 対応策の具体案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．意見発表 

和田木地区 

和田木ですけれど、今日の出席者の意見でありまして全体の意見ではありません。

防潮堤の嵩上げはしなくても結構なのでその分をソフトで対応して頂きたい。避

難ビルの増加、避難タワーの設置と、海岸等の耐震化を進めて、それを防災の機

関と言うか、避難地域で避難場所として使っていきたい。それと、避難場所の指

定もハッキリ決まっていない。今は多賀小学校になっているが、現実的ではない

ということなので、箱と、土地と、是非、第 1次の避難地としていきたいという

ことに協力して頂きたいと思っている。 

 

 

 

 



小山地区 

小山です。今、和田木の方から発表があり、和田木の海岸線、ここに山があって、

小山の範囲っていうと、ここからここまでになるが小山としては、このマリーナで

海の商売をしているので、ここを営業の邪魔にならないように、L1 を予想した 7ｍ

で、整備して頂ければ、ここのすぐ裏手、この辺の方達も、ここの住民も安心だと

いうことで。小山としてはここに、防潮堤を造って頂けるといいかなというような

意見が出た。 

それと別に、避難場所が富西寺の上のシチメンサンに防災倉庫とか、ちょっとした

広場があり、そこへ行く道に、下のバス通りから、或いは、その辺りの住民の方が、

早く行けるように避難路を整備して頂いて、ショートカットで、素早く高い所に逃

げられるような、そんな整備もお願いをしたいというよう話が出た。 

 

 

 

 

 

 



中野地区 

中野は津波対策協議会を作って、防潮堤は必要。但し、向井ガソリンスタンドの所

の歩道から今の施設が 5.9ｍですから、レベル 1 の 7ｍだと 1ｍ程、1ｍ10cm、歩道

からだと 1ｍ45cm 上げることで中野町内会全員の了解が得られて、防潮堤を中野は

造ってもらおうとしたら、向井の所から、ガソリンスタンドに向かっては道路が平

らという想定でやったので、今日、現地で確認したら、ファミリーマートの所が下

がっていたので、そこのイメージが全く違ったもので、再度協議しようということ

に決まった。 

それと同時に、今日、網を張ってもらってある高さを表示しましたけど、あの網は、

高さは分かるけど、イメージが違うので、できればあの網をベニヤ板で遮断しても

らえばハッキリとイメージできるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下多賀地区 

下多賀の方は私達役員が変わりまして、この 4 月から、この津波対策に取り組んで

いる。今日、ずっと歩いてみて、この高さはどうかっていうことで、ここでみなさ

ん意見を出した。防潮堤を造るとしたら高さはレベル 1の 7ｍ。7ｍまで造るのなら

9ｍと。圧迫感があるから歩道をもう少し海側に広くして頂いて、そこから高さを上

げてはどうかというような意見も出た。 

それで、その意見の中で景観がどうか。確かに景観も大事だが、下多賀は小学校、

マックスバリュー、銀行、農協と、沢山人が集まる場所があるので、どうしても人

の命を考えれば防潮堤は必要じゃないかというような意見も出た。 

あと、長浜の海浜公園の方はやはり 9ｍという高さになると、そこの所は下多賀全

体の高さとはちょっと異なってくるので、その辺はまた別に考えていきたいと思っ

ている。やはり、造るのなら安全・安心、絶対大丈夫だっていうことは無いが、多

少逃げるのに猶予時間が延びるのならそういうようなものを望みたいと思う。 

それで、これは海側の方の人達との雑談の中で、あった方がいい、逃げるのに多少

時間があれば自分達も生きられるよと。でも、どうせ造るんなら格好良いものを造

ってもらいたいという、これが海側に住んでいる人たちの、本当の気持ちだと思う。

その格好良いものとはどういうものか考えた時にはやっぱり、それは生活に密着で

きるような、擁壁のような圧迫感があるものではなく、日々の生活に馴染めるよう

な、そういうようなものを造って頂いたらいいんじゃないかなと考えている。 

下多賀町内会のメンバーは、4 月から私の所で、一緒に役員をやって頂いて、意見

もまだまとまっていないが、大変なものを造って頂くので、じっくりとみなさんの

意見をまとめていきたいと思う。安心・安全でいく上で、1 人１人の意見は大事だ

と思うので、その辺は気を付けてやっていきたいと思う。 

 

 

 

 

 



上多賀地区 

上多賀町内会です。上多賀町内会としては、基本的には、1回目、2回目と変わりま

せん。今日布を持って見せられた時に、9ｍとか、7ｍの威圧感って凄いって、そう

いう感じがした。以前は、ポンプ小屋から戸又の方に向けて 5ｍのものが良いとい

う意見だったが、今日見た感じ、5ｍ50cm 位まで上げてもいいという感じがした。

但し、歩道をその分、50cm上げて、歩道を広く取って欲しい。そのような形で、上

多賀としては考えている。基本的には、1回目、2回目と変わりはない。 
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